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会員さん募集中！
働く喜び・生きがい・健康増進



会員
登録

シルバー人材センターとはどんなところ？シルバー人材センターとはどんなところ？
シルバー人材センターとは？

■一般家庭や民間企業、公共団体などのお
客様より高齢者にふさわしい仕事（臨時
的・短期的または軽易な仕事）を有償で
引き受け、登録している会員へ働く機会
を提供しています。

■高齢者が「働くこと」を通して喜びや生
きがいを感じながら、健康の維持・増進
を図り、活力ある地域社会づくりへの貢
献、現役世代の下支えなどを推進するこ
とを目指しています。

天童市シルバー人材センターには、475名（令和５年12月15日現在）の会
員が登録し、今日も元気に活動しています。

シルバー人材センターのしくみ

シルバー世代の働く喜びと社会参加を応援します！

お仕事募集中！
新規会員

募集中！一緒に元気に
働きませんか？

シルバー人材センターシルバー人材センター
※配分金…センターが会員に対して払う報酬のこと。

仕事に従事

発注者発注者 会　員会　員
シルバー

仕事の依頼

料金の支払い 配分金の
支払

い
※

気軽にまず
は

ご相談くだ
さい。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
天
童
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
及
び
職
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
の

新
年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、

市
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
格
別
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
５
類
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
社
会
活
動
が
本
格
的
に
再
開

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
人
間
関
係
や
地
域
に

お
け
る
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
拍

車
が
か
か
る
中
、
地
域
が
活
力
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
、
高
齢
者
の

皆
様
を
始
め
と
し
た
多
様
な
働
き

手
の
参
画
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た

豊
富
な
知
識
・
経
験
・
技
能
を
活

か
し
な
が
ら
、
地
域
の
支
え
手
と

し
て
、
ま
す
ま
す
御
活
躍
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
元
気
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、
将
来
都
市

像
「
笑
顔
　
に
ぎ
わ
い
　
し
あ
わ

せ
実
感
　
健
康
都
市
　
～
と
も
に

明
日
を
ひ
ら
く
　
て
ん
ど
う
～
」

の
実
現
に
向
け
、
互
い
に
助
け
合

い
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
誰
も
が
い

き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
共
に
、

高
齢
者
の
皆
様
が
活
躍
で
き
る
場

を
創
出
い
た
だ
い
て
い
る
貴
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
今
後
と
も
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、引
き
続
き「
自
主
・
自
立
、共
働
・

共
助
」の
基
本
理
念
の
下
、
会
員
の

皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
促
進
に
尽
力
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
会

員
並
び
に
職
員
の
皆
様
の
御
健
勝

を
祈
念
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
御
家
族
の
皆
様
共
々
、
お
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
事
と
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
基
本
理
念
の
下
、
安

全
就
業
と
健
康
維
持
、
そ
し
て
各

種
諸
活
動
に
も
御
協
力
を
い
た
だ

き
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
天
童

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
市

民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
行
政
並
び

に
関
係
諸
機
関
、
各
事
業
所
の
御

支
援
・
御
協
力
の
下
に
運
営
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
日
頃
の
ご
厚
情

に
改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
「
天
童
市
高
齢

者
事
業
団
」
と
し
て
発
足
し
て
か

ら
38
年
に
な
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
急
速
に
進
む

高
齢
化
社
会
か
ら
発
想
さ
れ
た
就

業
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
働
く

意
欲
が
溢
れ
る
高
齢
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
仕
事
を
提

供
す
る
と
共
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
諸

活
動
を
通
し
て
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
た「
公
益
社
団
法
人
」

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

な
が
ら
、
地
域
の
担
い
手
・
働
き

手
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
、
存
在
感
を
持
た
れ
る
事
業
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
令
和
６
年
は
ど
の
よ
う

な
一
年
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
引
き
続
き
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
の
施
行
な
ど

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口

の
減
少
が
進
み
、
労
働
生
産
性
の

維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
豊
か

な
知
識
と
経
験
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
シ
ル
バ
ー
の
役
割
が
よ
り
増

大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
私

た
ち
役
職
員
一
同
は
、
お
か
れ
た

社
会
環
境
を
認
識
し
な
が
ら
も
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
、
市
民
の
皆
様

の
期
待
と
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代

の
到
来
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
が「
融
和
一
心
」

を
合
言
葉
に
、
心
身
と
も
に
健
康

第
一
で
安
全
就
業
に
努
め
て
い
た

だ
き
、
益
々
御
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

天
童
市
長
　
山
　
本
　
信
　
治

年
頭
の
挨
拶

年
頭
の
挨
拶

理 

事 

長
　
近
　
藤
　
壽
　
一

シルバー天童　No.64令和６年１月 （2）



会員
登録

シルバー人材センターとはどんなところ？シルバー人材センターとはどんなところ？
シルバー人材センターとは？

■一般家庭や民間企業、公共団体などのお
客様より高齢者にふさわしい仕事（臨時
的・短期的または軽易な仕事）を有償で
引き受け、登録している会員へ働く機会
を提供しています。

■高齢者が「働くこと」を通して喜びや生
きがいを感じながら、健康の維持・増進
を図り、活力ある地域社会づくりへの貢
献、現役世代の下支えなどを推進するこ
とを目指しています。

天童市シルバー人材センターには、475名（令和５年12月15日現在）の会
員が登録し、今日も元気に活動しています。

シルバー人材センターのしくみ

シルバー世代の働く喜びと社会参加を応援します！

お仕事募集中！
新規会員

募集中！一緒に元気に
働きませんか？

シルバー人材センターシルバー人材センター
※配分金…センターが会員に対して払う報酬のこと。

仕事に従事

発注者発注者 会　員会　員
シルバー
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料金の支払い 配分金の

支払

い
※

気軽にまず
は

ご相談くだ
さい。
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― シルバー人材センターに　　　
　　　　入会するには ―

60歳以上の皆様へ

■入会手続きから就業までの流れ

― シルバー人材センターに　　　
　　　　仕事を依頼するには ―

発注者の皆様へ

■お申し込みから仕事の実施までの流れ

入会説明会への参加
・毎月２回、午前10時より入会説明

会を行います。センターの仕組みや
働き方などを説明します。開催日に
都合が悪く参加できない方には、
個別説明の対応もしております。

Step
２

お見積り・ご契約
・作業内容や条件等を確認した上

で、契約方法を検討し料金の見積
もりをします。場合によっては、下
見をさせていただく場合もありま
す。同時に、対応できる会員を紹
介します。

Step
２

入会手続き
・入会申込書の提出、会費納入など

の手続きをし、会員登録が完了と
なります。

Step
３

就業（仕事の実施）
・契約に基づき、シルバー会員が

業務を実施します。
Step
３

就業・その他の活動
・就業の機会を広げるためにもさま

ざまな仕事に挑戦しましょう。
Step
４

ご請求・お支払い
・シルバー事務所より請求書をお送

りしますので、コンビニ等でお支
払いください。指定口座へのお振
込みも可能です。会員が直接料金
をいただくことはありません。

Step
４

お問い合わせ
・事前に電話またはHPにて入会説

明会への参加申し込みをお願いし
ます。　　　 ℡ 023－654－7388

　

Step
１

お申し込み
・まずはお電話にてお問合せくださ

い。シルバー事務所への来所や
メールでも受け付けています。

℡ 023－654－7388　
 tendo@sjc.ne.jp

Step
１

Ｑ１ 入会するのに条件はありますか？
Ａ１ 天童市内にお住まいの原則60歳以上の方

で、健康で働く意欲があり、シルバー人材セン
ターの趣旨に賛同いただける方であれば、ど
なたでも入会できます。まず入会説明会にお
越しください。

Ｑ２ 就業時間や日数はどうなっていますか？
Ａ２ ２～３時間の短時間就業が基本となります。

中には、午前９時から午後４時までの定期的
な就業もあります。いずれにしても臨時的・短
期的・軽易な作業です。

Ｑ３ 収入はどのくらいになりますか？
Ａ３ 作業の難易度や社会的にふさわしい金額を

考慮した上で、発注者と交渉の上決定してい
ます。ただし、収入の保証はありません。

 ※就業例：１日３時間の清掃業務で月10日
働いて約２万５千円程度の配分金（報酬）
となります。

よくあるご質問 ～ 入会をご検討している方 ～

Ｑ１ 仕事を依頼してどのぐらいの期間で対応して
もらえますか？

Ａ１ 作業内容や条件等を確認し、場合によっては
下見させていただいた上で対応できる会員を
紹介しますので、当日や翌日の作業は難しい
です。また、作業内容によってはご注文が集中
する時期もあり、しばらくお待ちいただく場合
もあります。

Ｑ２ どのような仕事でも引き受けてもらえるので
すか？

Ａ２ 危険・有害な作業や高所作業など高齢者にふ
さわしくないと判断される場合や対応できる
会員がいない場合にはお断りすることもあり
ます。

～ 仕事を依頼したい方 ～

HPはこちらから▶
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　私たちは、昭和51年より天童市の委託事業として「ただいまー」と小学校から帰ってくる子ど
もたちの放課後の生活を守り、仕事で毎日忙しいその保護者の子育てサポートを行っております。
令和５年度は、天童地区内の学童保育所14カ所を運営しています。
　７年ほど前に、地域の子育て支援の充実を図るために職員常時複数体制の確立と開所時間の延
長を行い、午後７時まで保育にあたる職員の確保が必要となったことがきっかけで、平成28年か
ら天童市シルバー人材センターの方々よりご協力をいただいております。
　現在は５施設で７名の会員さんにお世話になっており、みなさんの得意を発揮していただきな
がら、子どもたちのあそびの相手や見守り、施設内の環境整備をお願いしています。温かい目線
で子どもだけではなく職員とも関わってくださり、今ではすっかり学童保育所の生活にはなくて
はならない「ほっとできる」存在となっている会員さん方です。

お仕事紹介

※上記は現在当センターにて実施している仕事の一部となります。

・植木剪定 ・雪囲い
・障子 / 襖張り替え

・賞状書き
 （全文、部分、名入れ）

・通行量調査

・建物管理
・自転車整理

・市報区分け ・梱包
・学童保育補助
・福祉 / 家事援助サービス
 （個人宅清掃、ごみの搬出、
　　　　   買い物支援など）

技術・技能分野

一般作業分野

管理分野

サービス分野 事務分野

お客様の声
天童地区学童保育協会　事務局　芳谷　美紀 様

・草取り/ 草刈り ・除雪作業
・果樹農作業（摘果、収穫、箱詰めなど）
・屋内清掃（福祉施設、民間企業、公共施設）
・屋外清掃（駅・公園トイレ） ・屋内外軽作業
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　10月14日（土）、４年ぶりにいきいき・ふれあい
健康福祉まつりが盛大に開催されました。天候に
も恵まれ、多くの方が訪れとても賑やかなものとな
りました。シルバーの事務所内には「シルバーアート
展」を出展。会員の皆さんが趣味で作った数々の
作品を展示し、多くの方に見ていただきました。広
報委員会は入会相談ブースを設け、ティッシュ配布
を行いながらシルバー事業のPRに努めました。

（庄子 記）

活活 動動 紹紹 介介

　10月20日（金）、25日（水）の両日、市内スーパー店頭
にて4年ぶりに会員拡大広報活動を行いました。買い物客
にチラシ入りのポケットティッシュを配りながら、会員の募
集と仕事の依頼を呼びかけました。私が担当したところ
は、特売日のためか、私達がシルバーパワーを発揮したた
めかお客様の入りがよく作業は1時間足らずで終了しまし
た。この活動で会員がすぐ増加するとは思いませんが、今
後も継続することが大事です。なお、このとき、50数年ぶ
りに中学時代の同級生と再会できたことや個人的にボラ

ンティアで開催してい
る史跡めぐりにいつも
参加してくれている人と
の出会いなどがあり、
シルバー活動を通じて
の人との縁と絆を感じ
ました。今後もこの縁
と絆を大切にしていき
たいと思います。

（佐久間 記）

会員拡大広報活動

　10月20日（金）にシルバーの日ボランティア活動
として県総合運動公園で除草作業を行いました。
今年は記念すべき20回目の開催で、午前９時に約
100名の会員が集結しました。市長ならびにモンテ
ディオ山形の社長様よりご挨拶をいただき、その後
1時間程の作業で見違えるほどきれいになり、改め
てシルバーパワーを感じました。 （庄子 記）

シルバーの日 ボランティア活動　

もみじ会　そば打ち研修

地域班活動
　35ある地域班が４年ぶりに活動を再開しまし
た。北久野本各班は４班での合同奉仕活動を計画
し、11月４日（土）午前７時に地域の活動拠点であ
る市立天童北部公民館に18名が集合しました。班
長の作業開始合図の後、１週間後に開催予定であ
る公民館主催の文化祭に向けて、参加者は除草や
落葉掃き作業など気合を入れて行いました。作業
後には、植え込みや花壇などは見違えるほどきれ
いになりました。 （大泉 記）

　12月14日（木）、人気のそば打ち研修が４年ぶりに「ゲ
ソ天付き」で復活開催されました。福祉センターの調理実
習室に35名の会員が集結。後藤健講師による研修を受
けた後、５班に分かれて実習に入りました。粉と格闘の末
に打ち上がった二八蕎麦が、茹でられ冷水で締められる。
打ち手によって蕎麦の太さがまちまちなのもまた楽しい。

「木鉢三年、延し三
ヶ月、切り三日」とい
われる蕎麦打ちの技
を、わずか２時間でマ
スターしてしまうの
だからシルバーは凄
い。会食の場を和室
に移し、打ちたての
蕎麦に会員一同舌鼓
を打ちました。

（伊藤 記）

シルバーアート展
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　入会して３年、巡る季節の中でさくらんぼ、ラ・フ
ランスそしてりんご等の果樹園でのお手伝い、高齢
者宅の除雪を担当しています。
　春から秋深くまでは、真夏を除き芽かき、摘果、
袋掛け、葉摘み、収穫と果物毎の季節の作業があり
ます。初夏の晴れた朝は清々しく、また園地で食べ
る仲間との昼ご飯はピクニック気分です。降雪の朝
は、力仕事の雪片付けです。しっかりと汗をかきま
す。お陰様で腹部は２センチ締まり、腕力、脚力は
維持されているように感じます。
　とは言いましても果樹園では単一継続作業が主
です。今年の６月、７月のように気温が極端に上昇し
ますと体力は落ち、気力は萎えます。特に脚立の昇
り降りは足の裏、ふくらはぎに疲れが溜まります。除
雪では除雪車の寄せ残す雪と氷の塊に往生し、腕と
腰に負担がかかります。
　当センターでは若輩者の私ですが、世間では年齢

も見た目ももう立派な高齢者なんです。一晩寝れば
翌日は平気とはいきません。
　作業は無事これ名馬で、継続のため一日一日の
体力回復が重要です。また体力を回復しなければ翌
日への気力が湧きません。
　そこで特効薬とまで大袈裟ではありませんが、私
のルーチンは日帰り温泉です。湯あみは理屈抜きで
心身を癒してくれます。元々隣県も含めドライブがて
ら温泉入浴には好んで出かけていました。今は、住
まいから西方に向かい、市内、中山、大江の近隣５
か所から気分次第で行き先を決めます。両手足を思
いっきり精一杯伸ばし、筋肉をゆっくりほぐし、ひと
汗かき体調を整え気力を持ち上げます。
　果樹園は人海戦術ですし、除雪は前期高齢者が
後期高齢者宅のお助けマンです。健康を維持し、天
童のおいしい果物や冬の安全なお出かけの一助に
なれればとの思
いも込め、今日
はホームグラン
ドの「ゆぴあ」で
大きな湯船に浸
かりゆったりとし
た時間を過ごし
てきます。

入浴券のいろいろ

　シルバーに入会してあっという間に15年が経ちま
した。シルバーでは、広報委員としての活動がメイン
です。広報委員会で年２回発行している広報紙の作
成では、会員の方の様々な就業の様子やその他の
活動を取り上げ、時には現地取材やインタビューな
ども行い、同じ会員としてとてもいい刺激を受けて
います。

　そんな私
の健康づく
りは、ウォー
キングです。
毎日3,000
歩を目指し
て歩くの を
目標とし、天
気 が 悪くな
い限りほぼ
毎日舞鶴山

周辺を歩きます。天童市の中心に位置する「天童公
園 舞鶴山」は、数年前に周辺一帯がきれいに整備
され、市民に親しまれる憩いの場となっています。４
月には桜、６月にはアヤメが咲き揃い、11月から12
月の紅葉はみごとです。
　山のふもとの愛宕沼から出発し、四季折々の風景
を楽しみながら足を進めます。沼で羽を休めている
鴨の数を数え、運が良ければカモシカの親子と出
会うこともあります。その日の体調にあわせながら
コースを変えていますが、調子のよい日には舞鶴山
山頂を目指します。急がず焦らず、自分のペースで自
然を感じながら進んで行くことが、自分なりの長続
きの秘訣です。佐藤千夜子の顕彰碑からもみじ園を
通って人間将棋の会場まで足を伸ばすと、月山や朝
日連峰を一望することができます。日頃から目にし
ている山々ですが、山頂の開けた場所で改めて壮大
な山々を目にすると、とても清々しい気分になりま
す。この日も徐々に色づく山々の木々を眺めながら
山頂を目指しました。
　ほぼ毎日歩いている舞鶴山周辺ですが、１日とし
て同じ景色の日はありません。散歩している人々も
違いますし、花々や木々の様子も少しずつ違いま
す。だからこそ、楽しいのだと私は感じます。「楽し
みながら健康を維持できている。」これに勝るもの
はありません。冬期間は休みになりますが、また春
が来たら再開する予定でいます。

会員  庄司　豊子
（駅東班）

Silver Life～シルバーライフ～ テーマ：私の健康づくり

会員  山口　　隆
（東長岡班）

気力・体力は癒しの
日帰り温泉で

紅葉の天童と
私の健康づくり
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　ホームページでご覧ください。
https://webc.sjc.ne.jp/tendo/ 天童市シルバー人材センター 検索

【事務所】天童市老野森二丁目6ー3
　　　　　市総合福祉センター２階

びっくり市
天童店

天童市
農　協

天童中部小学校

天童中部公民館

老野森
グラウンド

総合福祉センター

天　童
市役所

センター所在地
お電話・FAX でのお問い合わせ

TEL 023－654－7388
FAX 023－652－0213

お問い合わせ

メールでのお問い合わせ
tendo@sjc.ne.jp

　毎年恒例の当センター門松班による門松製作。
今年は大小合計74基の門松を８名で約１か月か
けて製作しました。新年がよい年になるように願
いを込めて胴体のコモ編みから一つひとつ丁寧に
製作しています。今年は酒田市シルバー人材セン
ターで育てた松を飾りつけに使用しました。

新年も
  よい年と
    なりますように…

■
入
会
説
明
会

と
　き
　

　
１
月
24
日（
水
）

　
２
月
５
日（
月
）・
20
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー


	P1-6_シルバーてんどう_64号-CC23
	P7_シルバーてんどう_64号-CC22
	P8_シルバーてんどう_64号-CC23



